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政治がわかる！せとけん政治塾 ⑪

戦後 76 年目の終戦記念の日に想う Part Ⅱ 

　マッカーサーの戦後占領政策と WGIP

瀬戸健一郎
英国国立エセックス大学政治理論修士過程修了／
獨協大学法学部卒／衆議院議員 山川ゆりこ（妻）
事務所長／日本マルタ友好協会会長／（一社）日
本 CBMC 副理事長／元・草加市議会議員（6 期）
～議員団長、議長、監査委員、全国市議会議長会
評議員等歴任／ 1981 年米国聖公会で受洗／草加
神召キリスト教会所属／信仰と学問的知識及び
30 年余の政治経験を活かし、日本を変え、世界
に平和をつくる活動を夫婦で展開している。

な
ぜ
な
ら
、
律
法
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
は
、
だ
れ
ひ
と
り
神
の
前
に
義
と
認
め

ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。律
法
に
よ
っ
て
は
、

か
え
っ
て
罪
の
意
識
が
生
じ
る
の
で
す
。

（
ロ
ー
マ
三
・
20
）

法
の
不ふ
そ
き
ゅ
う

遡
及
の
原
則
が
　
　
　

侵
さ
れ
た
裁
判

戦
勝
国
が
敗
戦
国
を
裁
い
た
東
京
裁

判
。
こ
の
裁
判
を
通
じ
て
、
戦
勝
国
で
あ

る
米
国
を
は
じ
め
と
す
る
連
合
国
は
終
戦

間
際
に
、「
平
和
に
対
す
る
罪
」、「
戦
争

犯
罪
」、「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と
い
う
国

際
法
に
お
け
る
新
し
い
犯
罪
規
定（
律
法
）

を
立
て
て
、
こ
れ
を
遡
そ
き
ゅ
う及
適
用
（
遡
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
）
し
ま
し
た
。「
法
律
は
遡
っ
て

適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
法
の

不ふそ
き
ゅ
う

遡
及
の
原
則
）
と
い
う
の
が
法
体
系
の

理
念
な
の
で
す
が
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁

判
と
東
京
裁
判
で
は
、
新
し
い
国
際
法
の

ル
ー
ル
が
ド
イ
ツ
や
日
本
を
裁
く
た
め
に

遡さか
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
東
京
裁
判
の
法
的
根
拠
と
な

る
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
が
制
定
さ

れ
た
の
が
一
九
四
六
年
（
昭
和
二
十
一
年

一
月
一
九
日
だ
っ
た
の
に
、
東
京
裁
判
で

裁
か
れ
た
「
侵
略
戦
争
を
実
行
す
る
共

同
謀ぼう
ぎ議
」
が
行
わ
れ
た
と
さ
れ
た
の
が
、

一
八
年
も
遡
る
一
九
二
八
年（
昭
和
三
年
）

一
月
一
日
か
ら
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
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年
）
九
月
二
日
ま
で
で
し
た
。
こ
の
条
例

も
上
述
の
国
際
法
に
お
け
る
三
つ
の
新
し

い
犯
罪
規
定
を
根
拠
に
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、
事
後
律
法
で
あ
る
と
か
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
裁
判
所
の
管
か
ん
か
つ轄
権
が
不
明
確
で

あ
る
、
な
ど
と
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
結
果
的
に
東
京
裁
判
に
よ
っ
て

裁
か
れ
た
日
本
の
指
導
者
は
二
八
名
。A

級
犯
罪（
平
和
に
対
す
る
罪
）で
裁
か
れ
た

被
告
人
が
二
十
三
名
、B
級
犯
罪（
戦
争
犯

罪
）で
裁
か
れ
た
被
告
人
が
七
名
、
C
級

犯
罪（
人
道
に
対
す
る
罪
）で
裁
か
れ
た

被
告
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

誤
解
さ
れ
が
ち
な
の
で
す
が
、
A
級
戦

犯
の
方
が
B
級
戦
犯
や
C
級
戦
犯
よ
り
も

罪
が
重
い
と
い
う
意
味
は
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
罪
の
ど
の
罪

に
定
め
ら
れ
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
ド
イ
ツ
を
裁
い
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
ク
裁
判
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
絶
滅
さ
せ

る
目
的
で
大
量
虐
殺
し
た
罪
（
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ト
）
が
「
人
道
に
対
す
る
罪
」（
C
級

犯
罪
）
と
し
て
裁
か
れ
ま
し
た
。

仕
組
ま
れ
たW

G
IP

さ
て
、
冒
頭
の
聖
句
に
あ
る
「
律
法

に
よ
っ
て
は
、
か
え
っ
て
罪
の
意
識
が
生

じ
る
」
と
い
う
の
は
真
実
で
す
。
罪
の
意

識
が
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
、
傷
つ

い
た
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
が
キ
リ
ス
ト
の

贖しょ
く
ざ
い
罪
と
福
音
を
遠
ざ
け
ま
す
。

東
京
裁
判
で
裁
か
れ
た
の
は
当
時
の

日
本
の
指
導
者
二
八
名
で
し
た
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
彼
ら
が
犯
し
た
と
さ
れ
る

「
平
和
に
対
す
る
罪
」
や
「
戦
争
犯
罪
」

に
よ
っ
て
、
悪
か
っ
た
の
は
国
の
指
導
者

が
日
本
人
の
心
の
障
壁
と
な
り
、
キ
リ
ス

ト
の
愛
と
贖
罪
に
よ
る
福
音
が
日
本
人
に

浸
透
し
な
い
原
因
に
な
っ
た
の
だ
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

物
心
両
面
で
の
完
全
武
装
解
除

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
罪
悪

感
（G

uilt

）
を
植
え
付
け
る
情
報
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
人
類
を
震
撼
さ
せ
た
ホ
ロ
コ
ー

ス
ト
を
引
き
起
こ
し
た
ド
イ
ツ
で
は
な

く
、
日
本
に
適
用
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
欧
米
社
会
が
そ

れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
戦
争
に
お
い
て

は
、
武
器
弾
薬
が
切
れ
、
食
べ
る
も
の
が

無
く
な
れ
ば
敵
は
降
伏
す
る
と
い
う
の
が

常
識
で
あ
っ
た
の
に
、
日
本
人
は
武
器
弾

薬
が
無
く
な
っ
て
も
竹たけ
や
り槍を
持
ち
、
食
料

が
欠
乏
し
て
も
芋
の
ツ
ル
を
食
べ
て
戦
い

続
け
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
日
本
人
は

狂
気
で
あ
り
、脅
威
と
な
っ
た
か
ら
で
す
。

十
代
の
少
年
が
片
道
分
の
燃
料
し
か
積
ま

ず
、
爆
弾
を
抱
え
て
敵
艦
に
体
当
た
り
す

る
神
風
特
攻
隊
だ
け
が
彼
ら
に
と
っ
て
の

で
あ
っ
た
軍
国
主
義
者
で
あ
り
、
国
民
で

は
な
い
。
国
民
の
拠よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て

い
る
天
皇
陛
下
で
も
な
い
、
と
い
う
論
理

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
で
、

日
本
と
い
う
国
が
平
和
に
対
す
る
罪
を
犯

し
、
戦
争
犯
罪
国
家
な
の
だ
と
い
う
コ
ン

テ
キ
ス
ト
（
文
脈
）
が
強
調
さ
れ
て
、
日

本
国
民
全
体
に
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た
。

結
局
、東
京
裁
判
史
観
は
、日
本
人
に
「
戦

争
に
対
す
る
罪
の
意
識
」（W

ar G
uilt

）

を
植
え
付
け
る
こ
と
に
結
実
し
ま
す
。

実
は
こ
の
東
京
裁
判
史
観
そ
の
も
の

が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
占
領
政
策

の
中
核
に
存
在
し
て
い
たW

G
IP

（W
ar 

G
uilt Inform

ation Program

）
＝
「
戦

争
に
対
す
る
罪
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
る
情

報
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
大
き
な
戦
略
的
な
成

果
だ
っ
た
の
で
す
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
日

本
の
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
、
日
本
人

へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
も
目
指
し
、
多

数
の
宣
教
師
を
日
本
に
送
り
込
み
、
ギ
デ

オ
ン
協
会
の
聖
書
伝
道
を
奨
励
し
ま
し
た

が
、
同
時
にW

G
IP

に
よ
っ
て
植
え
付

け
ら
れ
た
戦
争
に
対
す
る
「
罪
の
意
識
」

1945 年 8 月 30 日 
厚木基地に降り立つマッカーサー
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脅
威
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

こ
の
日
本
人
と
い
う
国
民
の
狂
気
は
、

物
理
的
に
武
装
解
除
し
て
も
、
精
神
的
な

武
装
解
除
を
成
し
遂
げ
な
い
限
り
、
日
本

人
は
再
び
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
の
脅きょ
う
い威に

な
る
。
ど
う
す
れ
ば
日
本
人
を
物
心
両
面

で
完
全
に
武
装
解
除
で
き
る
か
。
二
度
と

ア
メ
リ
カ
の
脅
威
と
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
れ
こ
そ
が

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
占
領
政
策
の
究
極
の
目

的
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、W

G
IP

（
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
は
今
日
に
至
る
ま
で

日
本
人
の
精
神
を
縛
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

W
G
IP

は
検
閲
工
作
と

宣
伝
工
作
を
合
わ
せ
た
　
　
　
　
　
　

情
報
統
制
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
て
、
具
体
的
にW

G
IP

は
ど
の
よ

う
な
情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
私
は
数
年
前
に
国
立
国
会
図
書
館

の
憲
政
資
料
室
で
、
連
合
国
最
高
司
令
官

総
司
令
部
（G

H
Q

/SCAP

）
文
書
を
閲

覧
し
、
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
以
上
の
文
書
の
複

写
を
申
請
し
、
入
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
文
書
を
読
ん
で
分
か
る
こ
と
は
、
連

合
国
総
司
令
部
（G

H
Q

）
が
総
司
令
官

（SCA
P

＝Suprem
e Com

m
ander 

for the Allied Pow
ers

）
発
出
文
書
と

し
て
、
戦
後
日
本
の
占
領
政
策
の
事
細
か

に
至
る
ま
で
指
示
し
て
い
た
と
い
う
事
実

で
す
。

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
文
書
は
当
時
、
日

本
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
「
秘

密
」（Confidential

）
と
さ
れ
た
も
の

で
、
全
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
総
司
令
官
が
指

揮
し
て
い
た
こ
と
を
今
日
、
生
々
し
く
物

語
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、W

G
IP

は
検

閲
工
作
と
宣
伝
工
作
を
組
み
合
わ
せ
た
情

報
統
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
と
言
え
ま

す
。
主
に
検
閲
工
作
を
担
っ
た
の
が
連
合

国
総
司
令
部
（G

H
Q

）
に
設
置
さ
れ
た

民
間
諜
報
局
（CIS

）
とG

H
Q

参
謀
第

二
部（G

-2

）所
管
の
民
間
検
閲
局（CCD

）

で
あ
り
、
宣
伝
工
作
を
担
っ
た
の
が
民
間

情
報
教
育
局
（CIE

）
で
し
た
。
ま
た
、

G
H

Q

民
生
局
（G

S

）
が
日
本
国
憲
法
の

憲
法
草
案
を
策
定
し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

自
体
が
日
本
国
民
の
目
か
ら
隠
さ
れ
、
厳

し
い
報
道
管
制
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
も

公
開
文
書
で
明
ら
か
な
事
実
で
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、W

G
IP

は
関
係
部
局
が
有

機
的
に
連
携
し
な
が
ら
機
能
し
て
い
た
わ

け
で
す
。

こ
こ
でW

G
IP

（
ウ
ォ
ー
・
ギ
ル
ト
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
目
的
に
つ
い
て
の
記
述
を
参
照
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
民
間
情
報

教
育
局
（CIE

）
の
設
立
を
命
じ
た
昭
和

二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
九
月
二
十
二
日

付
の
文
書
の
中
で
、
同
局
の
設
立
目
的
と

し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
す

べ
て
の
階
層
の
日
本
人
に
、
彼
ら
の
戦
争

に
関
す
る
罪
と
、
現
在
及
び
将
来
に
わ
た

る
日
本
の
苦
難
と
窮
き
ゅ
う
ぼ
う
乏
の
責
任
が
軍
国
主

義
者
に
あ
る
こ
と
、
連
合
国
の
軍
事
的
占

領
の
（
正
当
な
）
理
由
と
目
的
を
周
知
徹

底
さ
せ
る
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
。

片
側
で
言
論
の
自
由
な
ど
を
日
本
の
民

主
化
の
中
で
取
り
入
れ
な
が
ら
、
も
う

片
側
で
テ
レ
ビ
（
当
時
はN

H
K

の
み
）、

新
聞
、
雑
誌
、
出
版
物
に
至
る
ま
で
、
膨

大
な
国
内
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
す
る
情
報
を

事
前
検
閲
、
事
後
検
閲
に
分
類
し
な
が
ら

徹
底
的
に
民
間
検
閲
局
（CCD

）
が
統

制
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
（G

H
Q

/SCAP

）
が
日
本
人
に
植

え
付
け
た
い
情
報
は
新
た
に
設
置
さ
れ
た

民
間
情
報
教
育
局
（CIE

）
が
主
体
的
に

発
信
し
て
い
く
。
こ
れ
がW

G
IP

の
目

的
と
機
能
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ

の
機
能
は
、
三
つ
の
段
階
（
フ
ェ
ー
ズ
）

に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

政治がわかる！せとけん政治塾 ⑪

1948 年 10 月 25 日 付 GHQ/SCAP 秘 密 文 書 は、
WGIP が重要な段階に入ると記されている。



HAZAH.2021.9　34

間
情
報
教
育
局
（CIE

）
に
よ
っ
て
提
起

さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
同
局
が
主
催

す
る
プ
レ
ス
懇
談
会
に
三
大
紙
を
は
じ
め

連
合
国
総
司
令
部
（G

H
Q

）
の
意
向
に

沿
っ
た
メ
デ
ィ
ア
だ
け
が
集
め
ら
れ
、
御

用
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
検
察
側
の
論

告
や
検
察
側
の
証
人
に
よ
る
証
言
が
詳
細

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

W
G
IP

第
三
段
階
は
、
東
京
裁
判
判

決
ま
で
の
昭
和
二
十
三
年（
一
九
四
八
年
）

三
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
で
す
。
審
理

が
進
み
、
東
条
英
機
元
首
相
ら
の
証
言
が

明
ら
か
に
な
る
と
、
こ
れ
に
日
本
国
民
が

同
調
し
な
い
よ
う
に
対
処
す
る
こ
と
が
最

重
要
課
題
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
東

条
が
展
開
し
た
超
国
家
主
義
思
想
や
米
国

に
よ
る
原
爆
投
下
の
非
人
道
的
行
為
を
非

難
す
る
証
言
に
備
え
る
も
の
で
し
た
。

日
本
の
超
国
家
主
義
と
は
、
日
本
の

国
民
国
家
と
し
て
の
繁
栄
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
）
が
東
洋
の
平
和
と
植
民
地
の
解
放

の
た
め
と
い
う
論
理
で
大
東
亜
共
栄
圏
と

い
う
超
国
家
的
地
域
に
拡
大
さ
れ
た
も
の

W
G
IP

の
機
能
の
三
つ
の
段
階

W
G
IP

第
一
段
階
は
、
東
京
裁
判

開
廷
前
の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）

十
二
月
か
ら
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

五
月
ま
で
で
す
。
こ
の
段
階
で
民
間
情

報
教
育
局
（CIE

）
は
、「
太
平
洋
戦
争

史
」
を
朝
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新

聞
に
連
載
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
侵

略
戦
争
の
歴
史
を
満
州
事
変
を
発
端
に
描

き
、
そ
の
責
任
の
す
べ
て
は
軍
国
主
義
者

に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
戦
時
中
、
日
本
人
が

知
ら
さ
れ
て
い
た
大
本
営
発
表
の
情
報
は

真
実
を
隠いん
ぺ
い蔽し
、
何
も
知
ら
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
日
本
国
民
は
被
害
者
で
あ
る
、
と

い
う
論
調
で
記
事
は
書
き
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
連
載
が
終
わ
る
と
こ
れ
が
一
般
書
籍

化
さ
れ
て
販
売
さ
れ
、
発
行
部
数
一
〇
万

部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
。
さ
ら
に
昭

和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）
四
月
に
は

学
校
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
、
文
部
省

教
育
局
長
か
ら
各
地
方
長
官
、
学
校
長
に

宛
て
て
文
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。戦
後
、

日
本
で
も
採
用
さ
れ
た
教
育
委
員
会
制
度

も
文
部
省
を
頂
点
に
し
たW

G
IP

の
た

め
の
上
じ
ょ
う
い意
下かた
つ達
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
大
変
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
い
く

わ
け
で
す
。
さ
ら
に
太
平
洋
戦
争
史
は

戯ぎき
ょ
く
か

曲
化
さ
れ
て
ラ
ジ
オ
番
組
「
眞
實
は
か

う
だ
」（
真
実
は
こ
う
だ
）
や
、「
質
問
箱
」

が
放
送
さ
れ
、
軍
国
主
義
者
と
真
実
を
知

ら
さ
れ
な
か
っ
た
国
民
と
い
う
構
図
が
強

調
さ
れ
て
、
民
間
情
報
教
育
局
（CIE

）

の
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
が
流る
ふ布
さ
れ
ま

し
た
。

W
G
IP

第
二
段
階
は
、
東
京
裁
判
公

判
中
の
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
年
）

六
月
か
ら
二
十
三
年
（
一
九
四
八
年
）
二

月
ま
で
で
す
。
東
京
裁
判
が
開
廷
す
る

と
、
裁
判
で
の
連
合
国
側
の
主
張
が
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
あ
る
か
を
発
信
す
る
こ
と

にW
G

IP

の
視
点
が
シ
フ
ト
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
は
日
本
を
い
か
に
し
て
民
主

的
な
国
家
に
す
る
か
、
国
際
社
会
に
平
和

を
も
た
ら
す
国
家
に
す
る
か
と
い
う
目
標

こ
そ
が
、
連
合
国
が
東
京
裁
判
を
通
じ
て

達
成
し
た
い
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
占
領
政

策
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
日
本
人
に
周
知

徹
底
す
る
も
の
で
し
た
。
戦
時
中
に
行
わ

れ
た
大
本
営
に
よ
る
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ

ア
統
制
が
非
民
主
的
で
あ
っ
た
と
断
罪

し
、
報
道
の
自
由
と
民
主
化
の
推
進
と
い

う
名
目
で
記
者
ク
ラ
ブ
の
制
度
改
革
が
民

広島原爆の慰霊碑には、
「安らかに眠ってください　過ちは繰り返しませぬから」とあります
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で
、
こ
の
思
想
の
根
底
に
は
八
は
っ
こ
う紘
一いち
う宇
と

い
う
日
本
民
族
の
優
位
性
を
説
く
思
想
が

存
在
し
て
い
た
た
め
、
第
三
段
階
は
こ
れ

を
徹
底
的
に
否
定
す
る
言
説
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

あ
く
ま
で
も
日
本
の
戦
争
は
侵
略
戦
争

で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
連

合
国
の
戦
争
は
、
自
由
と
民
主
主
義
の
戦

い
で
あ
っ
た
と
主
張
。
原
爆
投
下
の
非
人

道
性
は
、
日
本
の
軍
国
主
義
者
に
よ
る
悪

行
が
詳
つ
ま
びら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
中

和
さ
れ
、
日
本
人
へ
の
戦
争
に
対
す
る

罪
の
意
識
（
罪
悪
感
）
を
浸
透
さ
せ
る

W
G

IP

は
重
要
な
段
階
（
フ
ェ
ー
ズ
）
に

入
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
政
府
、
教
育
機
関
、
労
働

団
体
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
関
を
駆
使
し
て

W
G

IP

が
引
き
続
き
実
行
さ
れ
る
べ
き
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
日
本
の
戦
争
行
為
を
侵

略
戦
争
で
あ
る
と
規
定
し
、
軍
国
主
義
者

と
一
般
国
民
を
区
別
す
る
手
法
に
お
い
て

は
、
既
に
そ
の
よ
う
に
日
本
の
戦
争
行
為

を
総
括
を
し
て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
や
中
国
の

主
張
とG

H
Q

民
間
情
報
教
育
局
（CIE

）

が
立
証
し
よ
う
と
し
て
い
た
主
張
が
一
致

し
て
い
た
た
め
、
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど
の

左
派
思
想
家
も
占
領
政
策
に
は
積
極
的
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に

日
本
教
育
組
合
（
日
教
組
）
が
設
立
さ
れ

た
の
も
、
こ
の
第
三
段
階
の
出
来
事
で
し

た
。

罪
の
意
識
か
ら
の
解
放

昨
今
、
東
京
裁
判
に
よ
っ
て
日
本
人

に
自
虐
史
観
が
蔓
延
し
て
し
ま
っ
た
。
日

本
国
憲
法
は
戦
後
占
領
下
で
押
し
付
け
ら

れ
た
も
の
だ
。
大
日
本
帝
国
に
よ
る
大
東

亜
戦
争
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
自
由
と
解
放
の

た
め
の
戦
争
だ
っ
た
。
日
本
の
歴
史
教
科

書
は
書
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
な
ど
と
い
っ
た
主
張
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
本
稿
の
目
的
は
そ
の
よ
う

な
立
場
に
立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
の
思
想
を
擁よう
ご護
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。日

本
の
戦
後
復
興
と
高
度
経
済
成
長

を
成
し
遂
げ
た
の
は
日
本
人
で
し
た
。
世

界
平
和
を
希
求
す
る
究
極
の
理
想
と
し
て

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
原
案
を
起
草
し
た
と
は

い
え
、
日
本
国
憲
法
を
本
位
と
し
て
、
平

和
国
家
の
建
設
に
誇
り
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
き
き
た
の
も
日
本
人
で
す
。
自
虐
的

に
な
る
理
由
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
稿
の
論
旨
は
、
か
つ
てW

G
IP

と

東
京
裁
判
に
よ
っ
て
裁
か
れ
、
事
後
律
法

に
よ
っ
て
罪
に
定
め
ら
れ
て
、
戦
争
に
対

す
る
「
罪
の
意
識
」（
罪
悪
感
）
を
日
本

人
が
永
久
に
負
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
す

れ
ば
、
こ
こ
に
は
自
由
と
解
放
が
必
要
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
人
が
歴
史

の
真
実
に
目
覚
め
、
健
全
な
セ
ル
フ
イ

メ
ー
ジ
を
回
復
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
か
つ

て
「
宣
教
師
の
墓
場
」
と
呼
ば
れ
た
日
本

に
お
け
る
福
音
宣
教
の
出
発
点
で
は
な
い

か
と
い
う
の
が
、
二
回
に
亘
る
「
戦
後

七
六
年
目
の
終
戦
記
念
の
日
に
想
う
」
で

私
が
伝
え
た
い
想
い
で
す
。
本
稿
を
次
の

御
言
葉
で
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
立

て
て
い
る
計
画
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
―
― 

主
の
御
告 

―
―
そ
れ
は
わ
ざ
わ

い
で
は
な
く
て
、
平
安
を
与
え
る
計
画
で

あ
り
、
あ
な
た
が
た
に
将
来
と
希
望
を
与

え
る
た
め
の
も
の
だ
。（

エ
レ
ミ
ヤ
二
九
・
11
）

証
言
台
に
着
席
し
、
宣
誓
供
述
書
の
朗
読

に
耳
を
傾
け
る
元
首
相 

東
条
英
機
被
告


